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３.11から未来へ
福島、東京の
高校生からのメッセージ

会場：笹塚ファクトリー（京王線「笹塚駅」北口すぐ）

2012 年 3月10日（土）、11日（日）

東京都渋谷区笹塚 1 丁目 56 -7 京王笹塚 ビル地下 2階  tel 03 -5371-4655

タイムテーブル

10
日
（
土
）

11
日
（
日
）

15:00～18:00 
プログラム❶　高校3作品上演（福島、東京）
 A「今伝えたいこと（仮）」相馬高校（相馬市）
 C「ひたすら、国道6号線。」新宿高校（東京都）
 B  「この青空は、ほんとの空って
　　ことでいいですか？」 あさか開成高校（郡山市）

18:00～19:00
プログラム❷　高校生大交流会！
上演作品についての感想交流＆3．11から１年たった「今」の話を
しよう☆宣伝タイムもあります。ぜひぜひ気軽にご参加下さい！
司会　宮田慶子（演出家）
参加　和田喜夫（演出家）
　　  スコット・ランキン（劇作家、オーストラリア）他

12:00～13:30　
プログラム❸   高校２作品上演（福島）
 B  「この青空は、ほんとの空って
　　ことでいいですか？」 あさか開成高校（郡山市）
 A「今伝えたいこと（仮）」相馬高校（相馬市）

14:00～15:00
プログラム❹　3.11 リーディング企画
　「3.11から未来へ
　　　　高校生、100文字のメッセージ」
出演　東京都内の高校生
高校生の目に東日本大震災はどう映ったのか。そして1年経っ
た現在、それぞれの思いは̶。全国の高校生から集められた
3.11をめぐる「100文字のメッセージ」。   東京の高校演劇部員
たちが14時46分に合わせて読み上げます。

15:30～16:30
プログラム❺　高校１作品上演（東京）　
 C「ひたすら、国道6号線。」新宿高校（東京都）

A　  相馬高校（相馬市）

料金：10日券、11日券共に 一般2000円  高校生以下1500円（全席自由）
　　　  2011年2月14日（火） AM11:00  発売開始！

東京電力福島第一原子力発
電所から45キロ、死者行
方不明者あわせて459名の
激甚被災地である相馬に立
地する相馬高校演劇部で
す。会場が警戒区域の中に
あるため、昨年の春の大会
は実施されませんでした。
今私達が置かれたこの状況
について考え、それを芝居
にしてみました

B

　 
「この青空は、
ほんとの空って
ことでいいですか？」

原発事故以来、福島に暮らす高
校生として考えたことや感じた
ことを声に出したいという想い
から即興劇を作り始めました。
言いづらいことも劇中ならば
「言えた」。そうして出来上がっ
た物は数時間にも及ぶ物になり
ました。そしてその中から大切
な大切な瞬間を切り取り、それ
を一つの芝居へと成長させたも
のがこの作品です。彼らにもた
らされた生活の変化、ふるさと
福島への思いを込め、翻弄され
ながらも強く生きようとする姿
がそこにあります。

あさか開成高校（郡山市）
作：佐藤茂紀＆あさか開成演劇部
演出：今野健太

C

「ひたすら、
国道6号線。」

福島県いわき市の国道6号
線沿いを僕が見てきた後僕
の頭の中を文字に起こした
芝居です。どんな芝居か、
未だに作者の僕も分かりま
せん。とりあえず、上演後
観客の皆様に何か考えて頂
ける作品でありたいと思っ
てます。

新宿高校
（東京都）

「今伝えたいこと（仮）」

詳しくは特設HPにて ! 　http://phoenixpro.jimdo.com/
ツイッター　@pro_phenixpro
※このチャリティーイベントの収益金は被災地の舞台芸術家団体に送ります。
　なお、収益金の一部を福島の高校生作品上演の諸経費として使わせて頂きます。
主催：日本演出者協会、笹塚ファクトリー　
日本演出者協会理事長：和田喜夫　
企画運営委員 ： 宮田慶子、松本祐子、林英樹、青木淑子、町聡子、深寅芥、森陽平、斎藤美明、
舞香、長谷川直輝、菅野直子他【順不同】
実行委員 ：青井陽治、瓜生正美、木村繁、ふじたあさや、森井睦、深津篤史、流山児祥、
貝山武久、坂手洋二、ペーター・ゲスナー　【順不同】
制作：斎藤由夏、伊藤愛、松尾容子　舞台監督：斎藤美明　照明：千田実　
協力：社団法人日本劇団協議会、社団法人国際演劇協会（ITI/UNESCO）、Algiid、
福島県高校演劇連盟、日本演劇教育連盟、岡崎恵介、鴇田くにビヨンドＸプロジェクト
企画問合先：日本演出者協会
〒160-0023　東京都新宿区西新宿 6-12-30　芸能花伝舎 3F
TEL：03-5909-3074 ／ FAX：03-5909-3075

●ご予約方法　
CoRich 予約フォーム　PC用　https://ticket.corich.jp/apply/33924/
　　　　　　　　　　  携帯用　http://ticket.corich.jp/apply/33924/
日本演出者協会　TEL 03-5909-3074 / FAX 03-5909-3075
ファックスでご予約の際は、「お名前、人数、ご連絡先」をご明記の上、お申込みください。

　あの日から、私達は今この時も被災の「場所」で闘い続ける舞台芸
術を創造する仲間達に対して、何が出来るのか？本当に必要なもの
は何なのか？実際にその現場で起こっていることは何なのか？を共
有し、少しでも多くの人の手の力で支えてゆこうと活動してきまし
た。そして丁度1年後のその日、この世界の未来をこれから担い、創造
してゆく高校生たちと様々な想いについてを共有する時を持ちたい
と思います。一歩一歩先への歩みを支えるために、発足当初の志と変
わらぬ熱量を持ち、皆様方の心と力も集めて戴ける場所になればと
思っております。

日本演出者協会理事・事務局長　大西一郎

11日（日）17：30～19：30  主催：社団法人国際演劇協会（ITI/UNESCO）
日豪の演劇人によるディスカッション
「演劇は核実験や原発政策とどう向き合うのか」

提携
企画


